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株主のみなさまへ

第77期第2四半期連結決算ハイライト　　H i g h l i g h t

百万円

第75期 第76期 第77期
第2四半期
2021年4月

～

2021年9月

通期
2021年4月

～

2022年3月

第2四半期
2022年4月

～

2022年9月

通期
2022年4月

～

2023年3月

第2四半期
2023年4月

～

2023年9月

売　上　高 3,638 8,050 3,977 8,422 4,071

経 常 利 益 164 726 468 1,129 492

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益 53 422 311 755 328

1株当たり四半期
（当期）純利益 2円98銭 23円63銭 18円43銭 45円34銭 20円25銭

総　資　産 23,833 24,263 23,603 24,608 24,841

純　資　産 20,883 21,073 20,596 21,084 21,434

1株当たり純資産 1,161円75銭 1,194円80銭 1,242円25銭 1,299円90銭 1,321円46銭

■売上高
（百万円）

■経常利益
（百万円）

■親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益
（百万円）
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代表取締役会長CEO

山 田  幸 雄
代表取締役社長COO

長 島  希 吉

キンググループは、
「創造と変革」を実践し続けて
75年の歴史を重ねてきました。
そして、それを進化させて
新たな歴史を拓いていきます。

　株主のみなさまには、ますますご清栄のことと心よりお喜び申し上げ
ます。
　平素は温かいご支援を賜りまして、有難く厚く御礼申し上げます。
　ここに、第77期（2023年4月1日から2023年9月30日）における当
社グループの概況につきましてご報告申し上げます。
　
　当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、規制緩和によ
る経済活動の正常化が進み、緩やかに回復の兆しが見られましたが、
不安定な国際情勢のなか、原材料価格の高騰や円安を背景とした物
価の上昇によって消費者の節約志向が高まり、景気の先行きは不透
明な状況で推移いたしました。
　
　当アパレル・ファッション業界におきましても、旅行やイベント等の外
出機会の増加に伴い、一部に個人消費持ち直しの動きが見られました
が、一方で、生活防衛意識の高まりから衣料品に対する消費マインドの
低下は継続しており、依然として厳しい経営環境が続いております。
　
　このような環境のもと、当社グループでは、お客様にご納得いただける
「強いものづくり」を変わらぬ基軸とし、「上等・上質＝プレミアム」に強くこ
だわった付加価値の高い商品力の徹底追求と高品質・高感度な商品づ
くりに注力すると共に、新ブランドの展開や子会社による新たなジャンル

における商品展開、収益性を重視した諸施策の実施、SNSやWebサイト、
LINE等を活用したお客様とのコミュニケーション強化に注力してまいりま
した。加えて、店頭運営力の更なる向上を図ると共に、固定費を中心とし
た諸経費の削減や生産管理機能の強化に努めてまいりました。
　
　その結果、売上高は40億71百万円（前年同期比2.3％増加）、営業利
益は4億54百万円（前年同期比4.0％増加）、経常利益は4億92百万円
（前年同期比5.0％増加）となり、親会社株主に帰属する当四半期純利
益は3億28百万円（前年同期比5.6％増加）となりました。
　
　事業セグメント別の状況は、以下の通りであります。
■アパレル事業
　「上等・上質＝プレミアム」に強くこだわった付加価値の高い商品力の
徹底追求と高品質・高感度な商品づくりに注力し、新ブランドの展開
や子会社による新たなジャンルにおける商品展開、収益性を重視した
諸施策の実施、SNSやWebサイト、LINE等を活用したお客様とのコ
ミュニケーション強化に取り組んでまいりました。
　その結果、売上高は32億円（前年同期比0.6％減少）、営業利益は
56百万円（前年同期比57.9％減少）となりました。

■テキスタイル事業
　自己完結型ビジネススタイルの更なる進化を目指して次世代人材
を育成しつつ、既存主力先の深耕化と次期主力先の開発強化および
諸経費の削減に取り組むと共に、引き続き「意匠力・提案力・対応力」を
ベースに企画提案型テキスタイルコンバーターとしての競争力の強化
に努めてまいりました。
　その結果、売上高は3億85百万円（前年同期比6.2％増加）、営業利
益は32百万円（前年同期比0.4％減少）となりました。
　
■エステート事業
　東京・京都・大阪の各不動産の賃貸事業につきましては、引き続き
所有資産の更なる有効活用に努めました結果、売上高は4億85百万円
（前年同期比22.4％増加）、営業利益は3億69百万円（前年同期比
35.2％増加）となりました。
　
　今後の見通しにつきましては、社会・経済活動の回復は更に進むも
のと思われますが、一方で原材料価格や物価の高騰には沈静化の兆し

は見られず、また世界情勢や為替変動の不透明さから、消費意欲の回
復レベルは一概に推測しにくい状況にあります。
　そうした環境のもと、当社グループでは、より一層お客様にご納得
いただけるよう「上等・上質＝プレミアム」にこだわった「強いものづく
り」を不変のテーマとし、ご期待以上の高付加価値・高品質・高感度を
ご提供できる商品づくりに今まで以上に注力してまいります。
　また、実店舗でのお客様とのコミュニケーションを更に深めると同
時に、当社WebサイトやSNSを活用したより多くのお客様への情報
発信を強化し、様々な形でお買い物の楽しさを実感いただけるように
取り組んでまいります。
　加えて、社内・店舗におけるDX（デジタル・トランスフォーメーション）
を推進することで、業務効率化や生産性向上を図ってまいります。
　株主のみなさまには、常に「創造と変革」を実践し、継続的、安定的
に質の高い事業構造を追究するキンググループに、今後とも変わらぬ
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

2023年12月

TOP MESSAGE
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第2四半期決算の概要（連結）

四半期連結貸借対照表 四半期連結損益計算書
百万円

科　　　　目 第76期第2四半期
2022年9月30日現在

第77期第2四半期
2023年9月30日現在

資 産 の 部

流動資産 12,269 12,773

現金及び預金 9,950 10,406

受取手形及び売掛金 744 769

商品 1,451 1,412

原材料及び貯蔵品 28 38

その他 100 149

貸倒引当金 △5 △2

固定資産 11,334 12,067

有形固定資産 9,095 9,041

建物及び構築物 2,381 2,326

土地 6,480 6,480

その他 232 234

無形固定資産 175 180

投資その他の資産 2,063 2,846

投資有価証券 1,317 2,066

長期貸付金 2 2

繰延税金資産 11 47

差入保証金 525 515

その他 222 229

貸倒引当金 △14 △14

資産合計 23,603 24,841

百万円

科　　　　目 第76期第2四半期
2022年9月30日現在

第77期第2四半期
2023年9月30日現在

負 債 の 部

流動負債 1,649 1,775

支払手形及び買掛金 601 624

有償支給に係る負債 56 41

短期借入金 380 380

未払法人税等 143 175

賞与引当金 114 129

役員賞与引当金 8 10

その他 345 415

固定負債 1,357 1,631

長期借入金 100 100

繰延税金負債 － 220

長期未払金 166 166

退職給付に係る負債 165 164

資産除去債務 128 128

長期預り保証金 797 851

負債合計 3,007 3,407

純 資 産 の 部

株主資本 20,214 20,533

資本金 2,346 2,346

資本剰余金 8,127 8,127

利益剰余金 12,767 13,264

自己株式 △3,025 △3,204

その他の包括利益累計額 375 900

純資産合計 20,596 21,434

負債及び純資産合計 23,603 24,841

百万円

科　　　　目
第76期第2四半期
2022年4月1日から
2022年9月30日まで

第77期第2四半期
2023年4月1日から
2023年9月30日まで

売上高 3,977 4,071
売上原価 1,751 1,719

売上総利益 2,226 2,351
販売費及び一般管理費 1,789 1,897

営業利益 436 454
営業外収益 34 40
受取利息 1 1

受取配当金 23 28

仕入割引 5 4

貸倒引当金戻入額 0 1

その他 4 4

営業外費用 2 1
支払利息 1 1

その他 0 0

経常利益 468 492
特別利益 0 －
固定資産売却益 0 －

特別損失 2 2
固定資産除却損 2 2

税金等調整前四半期純利益 466 490
法人税、住民税及び事業税 132 161

法人税等調整額 22 0

四半期純利益 311 328

親会社株主に帰属する四半期純利益 311 328

要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書
百万円

科　　　　目
第76期第2四半期
2022年4月1日から
2022年9月30日まで

第77期第2四半期
2023年4月1日から
2023年9月30日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 440 180

投資活動によるキャッシュ・フロー △199 △168

財務活動によるキャッシュ・フロー △768 △275

現金及び現金同等物の増減額 △527 △263

現金及び現金同等物の期首残高 10,478 10,669

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,950 10,406

事業セグメント別売上高
百万円

区　　　　分
第76期第2四半期
2022年4月1日から
2022年9月30日まで

第77期第2四半期
2023年4月1日から
2023年9月30日まで

アパレル 3,218 3,200

テキスタイル 362 385

エステート 396 485

合　計 3,977 4,071
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■会社の概要（2023年9月30日現在） ■株式の状況（2023年9月30日現在）

■事業所

■役 員（2023年9月30日現在）

会 社 名 ● 株式会社キング

設 立 ● 1948年9月

資 本 金 ● 23億46百万円

社 員 数 ● 160名（グループ）
217名（店頭販売員等を含む）

主 要 事 業
（グループ）

● アパレル（レディス・ファッショングッズ）
テキスタイル（プリント・無地先染）
エステート

金融機関
3,851千株（15.6％）

外国法人等
920千株（3.7％）

金融商品取引業者
58千株（0.2％）

その他の法人
5,136千株（20.7％）

自己名義
8,551千株（34.5％）

個人その他
6,253千株（25.3％）

その他の法人 55名（2.0％）

外国法人等 39名（1.5％）

個人その他
2,577名（95.1％）

自己名義
1名

金融商品取引業者 24名（0.9％）金融機関
13名（0.5％）

株主数
2,709

名

株式数
24,771

千株

●株式の総数及び株主数
発行可能株式総数 95,572,000株
発行済株式の総数 24,771,561株
当第2四半期末現在株主数 2,709名

●株式の所有者別分布

●大株主
株　主　名 株式数（千株）

キング共栄会 1,127
一般財団法人 山田育英財団 1,125
株式会社 中央倉庫 1,014
大同生命保険 株式会社 840
有限会社 ワイ・エンタープライズ 800
株式会社 三菱UFJ銀行 750
株式会社 京都銀行 740
山田幸雄 731
日本マスタートラスト信託銀行 株式会社（信託口） 565
日本生命保険 相互会社 503
（注）	1.	千株未満は切り捨てて表示しております。
	 2.			当社は、自己株式	8,551千株を保有しておりますが、上記大株主からは除外し

ております。

代表取締役会長CEO ● 山 田 幸 雄
代表取締役社長COO ● 長 島 希 吉
取締役専務執行役員 ● 石 井 修 二
取締役専務執行役員 ● 四 反 田 　 　 　 孝
取 締 役 ● 澤 　 田 　 眞 治 郎
取 締 役 ● 藤 井 卓 也
常 勤 監 査 役 ● 坂 入 吾 一
監 査 役 ● 苗 村 尚 志
監 査 役 ● 平 　 居 　 新 司 郎
監 査 役 ● 浅 見 雄 輔
（注）	1.			取締役の澤田眞治郎氏、藤井卓也氏は、社外取締役であり、東京

証券取引所が定める独立役員であります。
	 2.	監査役の平居新司郎氏、浅見雄輔氏は、社外監査役であります。

●東　京　本　社
〒141-0031	東京都品川区西五反田2丁目14番9号 TEL（03）3490-1371

●大　　阪　　店
〒564-0051	大阪府吹田市豊津町1番7号 TEL（06）6368-7800

●京　都　本　店
〒600-8214	京都市下京区東塩小路高倉町2番の1 TEL（075）681-9110

●渋　　谷　　店
〒150-0041	東京都渋谷区神南1丁目6番6号 TEL（03）3476-0260

■株主メモ
事 業 年 度 ● 毎年4月1日から翌年3月31日まで
基 準 日 ●

●
定時株主総会　　　　3月31日
剰余金の配当　期末　3月31日

定 時 株 主 総 会 ● 毎年6月に開催
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 ● 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 ●（〒541-8502）大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
電話	0120-094-777（通話料無料）

上 場 証 券 取 引 所 ● 東京証券取引所　スタンダード市場
公 告 の 方 法 ● 当社のホームページに掲載いたします。

https://www.king-group.co.jp/c_ir.html
ただし、やむを得ない事由が生じた場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

（ご注意）	1.			株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わ
せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

	 2.			特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機
関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。
なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店でもお取次ぎいたします。

	 3.	未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

単元未満株式の買増制度のご案内
単元未満株式をご所有の株主様は、その単元未満株式の数と合わせて1単元になる数の株式を当社に対し
て買増請求することができます。詳細につきましては、株主名簿管理人までお問い合わせください。

■株主様ご優待制度のご案内� 最低必要株式数　100株

ご優待内容
（1）	図書カードの贈呈
	 3月31日現在の株主様
	 ●保有株式500株以上1,000株未満の株主様　500円分の図書カードを贈呈
	 ●保有株式1,000株以上2,000株未満の株主様　1,000円分の図書カードを贈呈
	 ●保有株式2,000株以上の株主様　2,000円分の図書カードを贈呈

（2）	当社ファミリーセールご招待
	 ①3月31日現在の100株以上保有の株主様
	 ●6月開催の当社ファミリーセールご招待状を贈呈
	 ●6月ファミリーセールでの10万円（税込）までのお買物に対し、10％の割引券を贈呈
	 ②9月30日現在の100株以上保有の株主様
	 ●12月開催の当社ファミリーセールご招待状を贈呈
	 ●12月ファミリーセールでの10万円（税込）までのお買物に対し、10％の割引券を贈呈

※当社ファミリーセールは、当社グループ社員・家族及びその関係者を対象に東京会場及び大阪会場にて開催しております。



見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。




